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神聖かまってちゃんと明日ママがいない 
———戦って勝ち取るものがたり

 
 
語って欲しいバンドを語ってくれない音楽雑誌やライターに我々、は反旗をひるがえそう！

これは、神聖かまってちゃん評である。そ、ニートの。。。

音楽の文脈を知っている音楽ライターが書かないから、

20代のks底辺が違った角度から「神聖かまってちゃん」評を紹介します。
今回は、明日ママがいないを軸に、神聖かまってちゃんについて語っていきます。
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昨今、「バラエティ番組がどんどんつまらなくなってきた」、
 
　これは老人の戯言である。

　われわれ若い視聴者は気にしなくていい。

　だが、マジでつまらねえ。いまバラエティ番組は大きく二種類に分かれる。ひとつは

グルメ番組化だ。食べ物を食べる番組は昔からあるが、コントや身体を張ってきたお笑

い芸人たちがこぞってグルメってる。もうひとつは、家族トークである。お笑い芸人が

自身の嫁や子どものエピソードを語るのだ。『アメトーーク』に代表される。

 
 
 
　とはいえ、バラエティ番組にはその時代のブームがあるので、気にする必要はないという考え方もある。↓



　とはいえ、バラエティ番組にはその時代のブームがあるので、気にする必要はないと

いう考え方もある。

　例えば、ゼロ年代初頭に雑学を紹介する番組『トリビアの泉』が大ヒットすると、そ

の時期さまざまなバラエティ番組で雑学を紹介する番組が現れた。その後、クイズ番組

がヒットにすればクイズ番組が乱立する状況だった。今回のグルメ化、家族エピソード

化はそれらと同じように時代の流行と考えることができる。しかし、ちがった要因がわ

たしはあると思う。

 
 
　最近、お笑い芸人が「表現が規制されている」ということを言い出している。↓



　最近、お笑い芸人が「表現が規制されている」ということを言い出している。わたし

がその言葉を口にした芸人はパッと思いつく限り、ダウンタウン松本、今田耕司、ロン

ドンブーツ一号二号田村淳だ。とくに田村淳は、地上波のテレビで規制が増えすぎれば

自分の面白いと思ってるスタッフを集めて、ネットで番組をやる考えがあるとツイート

していた。

お笑い芸人が「規制がある」と内情をいうことと、実際に規制がなされたことを考え

ると、昨今のバラエティ番組は流行によって変容しているのではなく、規制によって変

容していると考えることができる。

 
 

今年一番の表現規制ニュースといえば、『明日、ママがいない』事件である。↓



今年一番の表現規制ニュースといえば、『明日、ママがいない』事件である。テレビ

ドラマ『明日、ママがいない』がクレームによってついに内容が変更されることにな

った。内容は、児童養護施設の子どもたちがいろんな人と触れ合って「幸せ」とは何か

を考える物語だ。施設の大人が怒鳴ったり食事を与えなかったり、主演の芦田愛奈の役

名が赤ちゃんポストを連想させる「ポスト」であること、その他さまざま演出にクレー

ムが入ったという。

 
　赤ちゃんポストを設置するある病院が「養護施設の子供や職員への誤解偏見を与え、

人権侵害だ」と、日本テレビに抗議。全国児童養護施設協議会と全国里親会も会見を

開いたという。当初、日本テレビはそのままの脚本で製作、放送するとしていたが、つ

いに内容の一部を変更すると発表した。

 
 
『未成年』『高校教師』『家なき子』とヒットドラマを次々と脚本した野島伸司↓



　うーむ。こちらでも規制か。例えば、九〇年代に『未成年』『高校教師』『家なき子

』とヒットドラマを次々と脚本した野島伸司がいた。

　彼はその時代時代の社会問題を強烈にドラマに叩き込むという手法でドラマをヒット

させた。同時に大きな物議をかもしだしたという。当然クレームがきたことは想像で

きる。しかし、放送途中で規制が入ったという話はグーグル先生に頼るところ見当た

らない。

 
 
しかし、負けてしまった。↓



　当時の製作者たちは規制をかけようとするものと戦ったのだ。負けなかった。しかし

ながら、『明日、ママがいない』の製作陣も戦ったことが、最初の日本テレビの対応で

分かる。しかし、負けてしまった。この体力の無さは残念だ。いや、ひょっとしたら体

力が減ったのではなくタフさを持つことが許されなくなっている我々視聴者が知りえな

い闇の要因があるのかもしれないが。

　

 
 
 
 
 
 
　ビジュアル系バンドは↓



 
　音楽面で考えてみる。

　例えば、ヴィジュアル系バンドが海外で評価を得ているとされ

ているこの時代に、音楽番組になぜ彼らが出ないのかは疑問だ。
 
 
 
 
説で有力とされているのは、↓



 
　海外で評価を得ているとされているこの時代に、音楽番組になぜ彼らが出ないのかは疑問だ。

最高のフックではないか。

　説で有力とされているのは、ピアスを顔に開けていたり刺青を入れているからということだ。

一〇代の少年少女にそれをカジュアルに真似されては困るのだ。たしかに。そういえばテレビで

それらは観ない気がする。

　ヴィジュアル系とは世界観や様式美を自分たちのアイデンティティとしているので、それを禁

止されることは彼らの意志に反するから出たいけど出ないという選択肢をとっていると思われ

る（事務所の力関係とかはよくわからない）。とはいえ、一〇年代辺りにＮＨＫの音楽番組で

ビジュアル系バンド特集というのが放送されていたとき、そのような人たちは出ていた。

　出てはいけないという決まりはないのだ。規制はあくまで自主的なものであることが分かる。

 
 
 
一度前例を作ってしまうと↓

 



　一度前例を作ってしまうと決まりとして力を持ってしまうものだ。例えば、裁判所の

判決もそういうものらしい。法律や条例として決まっていなくても裁判によって判決

が下った事例はその後法と同じ効果を持つのだ。一度負けの事例を作ってしまうと、同

じ事柄が起こったときに負けてしまうと予測できてしまうから、その事例を起こさない

ように避けようと行動する。その結果、法に書いてないにもかかわらず、ルール化する

というわけだ。

 
　なんだか望みのない話になってきた。

 
 
 
吉田拓郎は↓



先日知った希望を感じたエピソードがある。

　音楽番組ではかつて、ステージで演奏・歌う者たちのモニター（歌手の足元に置かれ

ている黒いスピーカー。演奏やマイクからの音が鳴っている。それがないと自分の声や

演奏が聞こえず、自分の出している音が把握できない）がなかったという。生歌じゃな

ければべつに必要ないとも考えられるが、イヤホンスピーカーもしもが外れてしまった

ら音がうまく取れなくなるのでやはり必要である。生歌ならば必須だ。

　それがなかった時代の歌手たちは不満をいっていたがそれがテレビ側に聞き入れられ

ることはなかったという。なぜなら、ステージ演出の邪魔だからである。

 
 
↓



　ステージ演出の邪魔だからである。

　歌手のステージを用意し、セットを考え、演出を作るのはテレビマンたちだ。彼らは

視聴者に良い映像を提供することを考える。そこに黒くてごついモニターという岩石は

邪魔だ。われわれが今それをまったく違和感なく観ていられるのは足元のモニターが当

たり前の時代にいるからだろう。たしかに、視聴者からしたら歌ってくれればそれでい

いわけで、モニターのあるなしは関係ないし、歌手は不安定さを感じていたとしても見

た目に歌えてるんだからモニター無くてもいいのだろ、と思ってしまう。

　そんななか、歌い手側の要求をテレビマンたちに突きつけたのは吉田拓郎だった
という。

 
↓



　吉田拓郎はレコードがヒットしていたにも関わらずかたくなにテレビに出ないことで

有名だった。人前に出るのはライブのみ。テレビが何度オファーしても断っていた。

　吉田拓郎はあるときテレビに出演することになった。そのとき、ライブでは当たり前

のモニターをテレビ番組に持ち込んで歌を歌ったという。

 
　モニターは吉田拓郎が戦って勝ち取ったものだったのだ。そしてモニターが導入され

ることになった。それ以後、テレビで歌う歌手の足元にモニターがある風景は当たり前

になった。

 
↓



表現は与えられるものではなく勝ち取るものな

のだ。それを教えてくれるエピソードだった。
 
　音楽番組が次々死滅している現代、↓



 

　音楽番組が次々死滅している現代、バンドは新規のファンを大幅に増やすことができ

ない。オリコンチャートの価値も死んでいる。どれが一位になろうが関係ない、それが

決して時代の流行ではないことがＡＫＢ48の握手券入りＣＤによって国民が気付いた
からだ。

↓
 



国民が気付いたからだ。

　数字至上主義のオリコンチャートの破壊はロックバンドの夢であったが、それと同時

にロックの影響力が減り、ロックバンドは地上波のテレビ番組から消えつつあった。一

〇代の少年少女はロックバンドではなくニコニコ動画やボーカロイドに傾倒していく。

ロック勢はロック好きのために音楽を鳴らすことに意識を向けていった結果、狭い市場

のパイをお互いが食い合うという悲惨な状況に。ロックに興味のない不特定多数が観て

くれるテレビへの出演がなくなったからだ。

　ロックは常に何かを取り込んで生きていた。神聖かまってちゃんはロックにインタ

ーネットを足す。↓



　ロックは常に何かを取り込んで生きていた。

　神聖かまってちゃんはロックにインターネットを足す。それ以前のバンドは公式サイ

トやＢＢＳは設置していたものの、それ以上のことはしなかった。ユーチューブに楽曲

がアップされても公式が「けしからん」といってすぐに削除されていた。 
 
 
 

 

↓



 
 

　ライブは密室だった。それを筒抜けにしたのは神聖かまってち

ゃんである。インターネットから自身のライブの様子を生中継し

たのだ。開演から終演にとどまらず楽屋までしている。そのイン

パクトから、徐々にさまざまなところでロックバンドが公式にネ

ット配信を行うようになった。
 

↓



 
テレビがなくなりバンドの主戦場はやはりライブであることが自覚された。しかし、

ロックに傾倒すべき少年少女はボーカロイドに多くいった。パソコンでアクセスできる

からだ。ロックシーンはネットを使えば一〇代の少年少女にアクセスできたのにそれを

しなかった。上から目線だったのだ。

神聖かまってちゃんはネットを使った。あるパイを食い合うのではなく、ロックを趣

向してない一〇代のいるところがロックバンドの戦いの場であり、そこにロックンロー

ルを打ち込まなければならないと自覚的だったのだ。

ネット配信を規制していたロックシーンは彼らのインパクトによってネットを使い始

める。公式がユーチューブに楽曲をフルにアップさせるようになった。

 
 
神聖かまってちゃんはインターネットによってロックバンドが勝負できる場を勝ち取

ったのだ。

↓



神聖かまってちゃんはインターネットによってロックバンドが

勝負できる場を勝ち取ったのだ。

いま、ネットにつながることは若者につながることと同義だ。

彼らは「一〇代」と「ロックシーン」をきちんとつなげたので

ある。
 

 

　表現は得るものではなく戦って勝ち取るものなのだ。←



奥付
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